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数 学 （数学 I・数学 II・数学 III・数学A・数学B・数学C）

1

正の整数N に対し，方程式
x2 − y2 = N

をみたす正の整数の組 (x, y)の個数を f(N)とする。以下の問いに答えよ。
(1) f(12)，f(15)，f(16)を求めよ。
(2) N を 4で割った余りが 2であるとき，f(N) = 0であることを示せ。
(3) N が奇数のとき，f(N)をN の正の約数の個数を用いて表せ。
(4) f(N) = 1をみたす奇数N をすべて求めよ。
2

iを虚数単位とする。複素数 z が
|z − 2| = 1

をみたしながら動く。以下の問いに答えよ。ただし偏角 argは −π < arg 5 π の範囲でとるものとする。
(1) |z|の最大値と最小値を求めよ。
(2) arg z のとりうる値の範囲を求めよ。
(3) w = z2 とおく。|w|のとりうる値の範囲と argw のとりうる値の範囲をそれぞれ求めよ。また，w が実数

となるときの w の値をすべて求めよ。
(4)

∣

∣z2 − 4
∣

∣の最大値と最小値を求めよ。
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3

以下の問いに答えよ。
(1) 連続する 3つの整数の積は 6の倍数であることを示せ。
(2) すべての整数 nに対し，n3 − nは 6の倍数であることを示せ。
(3) すべての整数 nに対し，n5 − nは 30の倍数であることを示せ。
(4) すべての整数 nに対して n5 − nを割り切るような正の整数のうち，最大のものを求めよ。
4

aを正の実数とし，
F (a) =

∫ 1

0

|ex − a| dx

とする。以下の問いに答えよ。
(1) 0 < a 5 1のとき，および a = eのとき，F (a)をそれぞれ求めよ。
(2) 1 < a < eのとき，F (a)を求めよ。
(3) a > 0における F (a)の最小値と，そのときの aの値を求めよ。
(4) G(a) =

∫ 1

0

(ex − a)
2
dxを最小にする aの値を求め，(3)で求めた aの値との大小を比較せよ。
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3

底面の半径が 1，高さが h（h > 0）の直円錐K を考え，K に内接する球の半径を r とする。以下の問いに答
えよ。
(1) r を hを用いて表せ。
(2) K の体積に対する内接球の体積の比を R(h)とする。R(h)を hを用いて表せ。
(3) s =

√
1 + h2 とおくとき，Rを sを用いて表せ。

(4) h > 0における R(h)の最大値と，そのときの hの値およびK の母線の長さを求めよ。
4

座標平面上の曲線 C : y = x3 と直線 ` : y = xを考え，原点を Oとする。以下の問いに答えよ。
(1) C と `の共有点をすべて求めよ。また，0 5 x 5 1のとき x3 5 xが成り立つことを示せ。
(2) 0 5 t 5 1とする。C 上の点 P

(

t, t3
)から `に下ろした垂線の足を Hとする。線分 OHの長さと線分 PH

の長さを tを用いて表せ。
(3) 0 5 x 5 1の範囲で C と `で囲まれた図形をDとする。Dを直線 `のまわりに 1回転してできる立体の体

積 V を求めよ。
(4) D を x軸のまわりに 1回転してできる立体の体積W を求めよ。また V とW の大小を比較せよ。
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合格答案をつくるシリーズ 岡山大理系数学 2027

第 3回 解答・解説

大問 1── 3項間漸化式と，隣り合う項が互いに素であること

(1) 漸化式 an+2 = an+1 + 2an に n = 1, 2, 3, 4を順に代入する。
a3 = a2 + 2a1 = 1 + 2 = 3, a4 = a3 + 2a2 = 3 + 2 = 5,

a5 = a4 + 2a3 = 5 + 6 = 11, a6 = a5 + 2a4 = 11 + 10 = 21

であるから

答 : a3 = 3, a4 = 5, a5 = 11, a6 = 21

である。

(2) 漸化式の an+2，an+1，anをそれぞれ t2，t，1に置きかえた方程式 t2 = t+2を解くと (t−2)(t+1) = 0

より t = 2, −1である。この 2解を使って，漸化式を 2通りに書きかえる。
an+2 = an+1 + 2an の両辺から 2an+1 を引くと

an+2 − 2an+1 = −an+1 + 2an = − (an+1 − 2an)

となる。また両辺に an+1 を加えると
an+2 + an+1 = 2an+1 + 2an = 2 (an+1 + an)

となる。
そこで bn = an+1 − 2an，cn = an+1 + an とおくと

bn+1 = −bn, cn+1 = 2cn

であり，b1 = a2 − 2a1 = 1− 2 = −1，c1 = a2 + a1 = 2であるから
bn = (−1) · (−1)n−1 = (−1)n, cn = 2 · 2n−1 = 2n

である。
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